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 周遊観光の推進に向けた取組の検討 

中部・北陸地域には昇龍道をはじめとした豊富観光資源があり、外国人旅行者が多

く来訪している。 

空港島には世界と国内各地をつなぐ交流のハブになり得る優れた地理条件、交通機

能があるため、これらを利用して周辺地域の観光振興を図っていく必要がある。 

 

a）観光案内の更なる充実と機能強化 

 

空港島に訪れる人が各地を観光することを促進するため、目的地の情報（観光資源、

交通手段、移動時間、宿泊施設）やモデルルート等についてより分かりやすく案内を

行う機能を設置する必要がある。このことから観光案内の充実、機能強化に資する先

進的な取組事例を以下に示し、これらの取組を推進していく上での課題を整理した。 

 

■京都総合観光案内所 

  案内所で外国人旅行者のニーズが高いコンテンツ（伝統文化鑑賞等）のチケット

販売を実施。 

 

出典：観光庁「外国人観光案内所先進事例調査について」（平成 30年６月） 

   https://www.mlit.go.jp/common/001243000.pdf 
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■K-style HUB（ソウル） 

 ドローン技術と高解像度ディスプレイの融合技術を導入し、全国の主要観光地の映

像を 360 度体感できるパノラマギャラリーや、VR で主要観光地の映像を見ることが

できる VR体験ゾーンを設置。 

 

 

出典：観光庁「外国人観光案内所先進事例調査について」（平成 30年６月） 

   https://www.mlit.go.jp/common/001243000.pdf 
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■鳥取市国際観光客サポートセンター（鳥取県鳥取市） 

 外国人旅行者向けの周遊タクシーを用意・案内所で手配を行うことで地域内の周遊

を促進。その他、外国人の買い物需要を取り込むため、鳥取市商店街振興組合連合会

と連携し、外国人に人気の高い体験メニューの造成に着手。第一弾の取組として、ま

ちなかの呉服店での着物・浴衣体験を実施。 

 
出典：観光庁「外国人観光案内所先進事例調査について」（平成 30年６月） 

   https://www.mlit.go.jp/common/001243000.pdf 

 
出典：鳥取市ウェブサイト 

https://www.city.tottori.lg.jp/www/contents/1460682551239/index.html 

https://www.mlit.go.jp/common/001243000.pdf
https://www.city.tottori.lg.jp/www/contents/1460682551239/index.html
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■日本橋案内所（東京都中央区） 

 外国人スタッフによる情報発信・コンテンツ造成を実施。外国人旅行者向けに、日

本文化を知ってもらうための様々なツアー・体験プラン（着物、茶道、お座敷体験、

オリジナルハンコ作り等）を用意しており、日本橋案内所の英語ウェブサイトから予

約が可能。 

 

出典：Omotenashi Nihonbashi ウェブサイト 

http://www.nihonbashi-info.jp/omotenashi/ 

 

 

■TRAVEL HUB MIX (東京都千代田区)  

 大型モニターや音響設備等を備えたセミナースペースキッチンスペース、ラウン

ジ・ミーティングスペースと豊富なスペースを有しており、地域・自治体が各地の魅

力を発信するワークショップやイベント等を開催することができる。 

 また、VR デバイスによって日本の各地の魅力を無料体験できるコーナーも設けて

いる。 

 

出典：トラベルハブミックスウェブサイト  

https://travelhubmix.dg-1.jp/space/lounge-meeting 

 

■東京都台東区立浅草文化観光センター（東京都台東区） 

 施設内に展示スペースや多目的スペース、授乳室やおむつ交換台を設ける等、多機

能を有する。 

 旅行団体支援スペース（無線・有線 LAN完備、テーブル、コピー機あり）も設けて

おり、団体旅行引率者の待機場所として利用可能。 

  

http://www.nihonbashi-info.jp/omotenashi/
https://travelhubmix.dg-1.jp/space/lounge-meeting
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■東京シティアイ（東京都千代田区） 

 各種手配(宿泊予約や当日チケット、乗車券の手配等）を実施する他、パフォーマン

スゾーンにおいて日本各地の情報を発信するイベント等の開催が可能。 

 旅行ガイドブックを閲覧できる旅カフェ「東京シティアイカフェ」を併設する。 

出典：東京シティアイウェブサイト 

https://www.tokyocity-i.jp/ 

 

【課題】 

・案内機能を持つ施設を設置する場合、運営体制や設置・運営に係る費用の調達

方法を検討する必要がある。 

・機械ではなく、人が案内を行う場合、周辺地域の観光知識を持った人材の確保

が求められる。また、外国人旅行者に対する案内を行う場合は、外国語対応がで

きる人材の配置が求められる。 

・提供する情報コンテンツの更新を適切に行うための体制を構築する必要がある。 

・案内の一環として、交通手段・宿泊施設・各種チケットの手配まで行うのか等、

どこまでのサービスを提供するべきであるか検討する必要がある。 

・VR・AR等、最先端技術を取り入れながら案内を行うことが望ましい。 

 

  

https://www.tokyocity-i.jp/


 

113 

 

 

■TIC (Tourist Information Center) Tokyo（東京都千代田区） 

 地方観光地の関連団体と加盟団体契約を締結し、連携することで、広域の観光案内

にも対応している。 

 

出典：観光庁「外国人観光案内所先進事例調査について」（平成 30年６月） 

  https://www.mlit.go.jp/common/001243000.pdf 

 

・各観光地の最新情報を提供するため、各地域の観光関連プレイヤーをとりまとめ

る DMO との密に連携していくことが今後求められる。 

 

【課題】 

・DMOからの協力を仰ぐために、協力することによるメリット（一定の送客が見込

める、協力費を獲得できる等）を提供する必要がある。 

・広域連携 DMO、地域連携 DMO、地域 DMOそれぞれからもらう情報に重複がないよ

う（効率的に情報収集するため）、どのような情報を取得するかについて整理を

行う必要がある。 

  

https://www.mlit.go.jp/common/001243000.pdf
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b）周辺地域の観光地との連携 

観光地間での往来を活性化させるためには観光地域間での連携した取組が必要と

なるため、先進的に行われている事例をもとに、取組の方向性ならびに推進上の課題

を整理した。 

 

■大分市（大分県） 

 戦略的な広域連携の推進。交通機能の連動性も考慮した連携の実施。 

 

 

出典：大分市「大分市観光戦略プラン」 

https://www.city.oita.oita.jp/o157/shisejoho/kekakuzaise/documents/kankou

sennryakupuran.pdf 
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■スイス 

 アドベンチャートラベルを推進しており、レジャー・観光向けの交通網としてハイ

キング、サイクリング、マウンテンバイク等のルートが国内全体に整備されている。 

 

 

出典：観光庁「地域の自然体験型観光コンテンツ充実に向けたナレッジ集～参考資料

～」（平成 31年３月） 

   https://www.mlit.go.jp/common/001279558.pdf 

 

■北海道東部 

国土交通省北海道運輸局、北海道観光推進機構、近畿日本ツーリスト北海道、クラ

ブツーリズムにより、既存の観光ルートを活かし、交通利便性の高い周遊バスを運行

する実証実験を実施。 

 

出典：近畿日本ツーリスト北海道資料 

   https://www.kntcthd.co.jp/chiiki/result/pdf/higashihokkaido.pdf 

https://www.mlit.go.jp/common/001279558.pdf
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■しまなみ海道サイクリングロード 

広島県尾道市と愛媛県今治市を結ぶ日本初の海峡を横断する 70km のサイクリング

ルートで、瀬戸内海の島々が織りなす絶景を楽しめるサイクリングルートとして、世

界中のサイクリスト達から注目を集めている。 

 

 

 

 

 

 

出典：国土交通省「NATIONAL CYCLE ROUTE」ウェブサイト 

  https://www.mlit.go.jp/road/bicycleuse/good-cycle-japan/national_cycle_route/ 

 

 

・観光客の周遊を促進するためには、ターゲット（旅行形態、趣味・嗜好、訪日リピ

ート数等）別の周遊コースの作成・情報発信が必要となる。このため、観光地間で

連携を行い、ターゲットを明確にした周遊ルートの作成や共同での情報発信等を行

っていくことが必要となる。 

・広域観光ルートである「昇龍道」を積極的に活用し、周遊型観光のさらなる活性化

を目指す。 

 

 

【課題】 

・連携事業を実施するための運営体制の確立、及び費用の捻出方法を検討する必

要がある。 

・どのような周遊コースが外国人に好まれるのか、ターゲットの嗜好を把握する

必要がある。 

・ツアー販売の担い手となる事業者を確保する必要がある。 

・昇龍道を継続的に発展させ、新たな魅力を創造する必要がある。 

・二次交通が脆弱な地域もあるため、交通機関の確保を行う必要がある。 
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c）国内他地域との広域連携 

中部国際空港に隣接する MICE 施設の立地ポテンシャルを最大限活用するため、航

空便の就航先である国内他地域と広域レベルで連携していく事例を整理し、取組の方

向性と課題を整理した。 

 

■フォーシーズンズホテルズアンドリゾーツのプライベートジェットツアー  

 

 主に富裕層向けに、プライベートジェットで観光地を巡るツアーが運営されてい

る。 

 

＜行程例＞ 

シアトル - 京都 - ホイアン - モルディブ - セレンゲティ - マラケシュ - 

ブダペスト - サンクトペテルブルク - パリ 

 

プライベートジェットツアーの料金は１人 16万 3千 USDからとなっており、ツ

アー行程は毎年変化する。 
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■中部国際空港の就航便を活用した日帰り観光 

 

出典：中部国際空港ウェブサイトをもとに作成 

   https://www.centrair.jp/special/campaign/daytrip/ 

 

【想定される方策】 

・富裕層を対象に、プライベートジェットを利用した就航先を目的地とした広域ツア

ーの提案により、中部国際空港の利用機会を高めていく。 

・空港隣接地である強みを最大限に生かすため、中部国際空港株式会社ならびに中部

国際空港からの就航先の都市とも連携し、広域で集客・送客する体制を整える。 

・旅行事業者が MICE 主催者や航空事業者と相互に連携し、参加者をターゲットとし

たツアーを造成し、日本全国への周遊を促す。 

・MICE 来場者にとどまらず、中部国際空港に降り立つ訪日外国人旅行者が国内各地

を周遊し、見聞を深めることで、その満足度を高め、更なる来訪者の増加に繋げる。 

 

【課題】 

・MICE開催時には多様な来訪者向けのサービスが求められるため、綿密なマーケテ

ィングに裏打ちされたコンテンツが求められる。 

・富裕層向け旅行会社やホテルと連携し、魅力的な周遊ルートを検討・提案すると

いった効果的な情報発信手法について検討する必要がある。 

 

  

https://www.centrair.jp/special/campaign/daytrip/
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■フライ&クルーズの拠点化 

 北海道では、海外のクルーズ船社への、道外・海外港と連携した広域的なクルーズ

ルート（北海道・本州間でのフライ&クルーズも含む）の推進、といった施策が見られ

た。 

 

出典：北海道「北海道におけるクルーズ船誘致方針」 

   http://www.pref.hokkaido.lg.jp/ss/stk/bkk/yuutihousin.pdf 

 

【想定される方策】 

・空港・港湾・国際展示場が共に隣接する当地の特色を活用し、MICE 参加者や訪日

外国人観光客向のフライ＆クルーズを推進する。まずはテンダーボート※を利用す

ることにより既存港湾施設を使用して、日本船社のクルーズ船による寄港実績を

作る。 

※ 船が直接港に接岸できない場合に本船と陸上を結ぶ小型船。 

 

【課題】 

・現状常滑港においてはクルーズ船が着岸できる岸壁が整備されておらず、クル

ーズ船誘致に際してはテンダーボートによる寄港が前提となるため、そのよう

な施設面での弱点を補いうる観光の魅力を生み出していく必要がある。 

・Aichi Sky Expoを活用したフライ＆クルーズの推進にあたっては地元自治体や、

MICE関連事業者との連携も必要となる。 

 

 

http://www.pref.hokkaido.lg.jp/ss/stk/bkk/yuutihousin.pdf
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d）ショートトリップの造成 

MICE 施設への滞在者の余暇時間を活用したショートトリップにより、地域の観光

活性化に寄与していくための方向性と推進上の課題を整理した。 

 

■Narita Transit Program 

 成田空港周辺において、日本の自然や文化等を体験できる魅力的な以下の５つのモ

デルコース（ボランティア同行型３コース：セルフツアー型２コース）を設定し、提

供。 

 

出典：観光庁 報道・会見資料 

https://www.mlit.go.jp/kankocho/news03_000121.html 

 

■仁川空港トランジットツアー 

 トランジット客向けに、「韓国文化」「伝統と最先端」「寺院」「ネイチャー」等、様々

なテーマの空港発着ツアーを販売。 

 

【想定される方策】 

・空港島に滞在する人や、中部国際空港からの発着前後に時間的余裕がある人を対象

に、近場での観光を気軽に楽しめる短時間の周遊ルートを造成する。 

・MICE 主催者と連携して、MICE 参加者に対し、イベントスケジュールに合せたショ

ートトリップや、近場のツアーを提案する。 

 

https://www.mlit.go.jp/kankocho/news03_000121.html
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【課題】 

・利用者数によっては収益性の観点から事業者に参入メリットを感じてもらえな

い可能性があるため、利用者を呼び込めるよう、観光案内所と連携した情報発

信等、旅行者への情報発信手法を検討する必要がある。 

・当日・直前の予約に対応できる体制づくりが必要となる。 
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 エンターテイメントによる振興  

 

a）大型イベント（スポーツ、コンサート等）によるエンターテイメントの推進 

MICE 施設ならびに周辺のロケーションを活用したエンターテイメントを推進して

いくための、取組の方向性と課題について整理した。 

 

■MICE施設に隣接したエンターテイメント施設・機能 

・ZOZOマリンスタジアム（千葉県千葉市；幕張メッセ近接） 

・メルセデスベンツスタジアム（アメリカ；Georgia World Convention Center近接） 

・ミニッツメイドパーク（野球スタジアム）（アメリカ；Geaorge R Brown Convention 

Center付近） 

・ザ・ハウス・オブ・ダンシング・ウォーターショー（マカオ）：シティー・オブ・ド

リームス内の専用劇場で開催されるウォーターショー 
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■愛知県の特色を生かしたイベント 

・サムライ・ニンジャ フェスティバル 

信長公、秀吉公、家康公の郷土の三英傑を輩出してきた地域性を生かした、サム

ライや忍者の世界を満喫できるイベント。忍者修行体験や、全国から集まった武将

隊・忍者隊によるステージイベント、大迫力の火縄銃実演など子供から大人まで、

家族で楽しむことができる。 

 

出典：愛知県提供資料 

 

・あいちポップカルチャーフェスティバル 

愛知県では、アニメ、ゲーム、コスプレ等のいわゆる「ポップカルチャー」を観

光資源として捉え、地域の観光振興に取り組んでおり、誘客の拡大、観光の振興に

つなげるため、「あいちポップカルチャーフェスティバル」を例年開催している。 

コスプレ参加や、コスプレパフォーマンスステージ、アニメや漫画に関するステ

ージイベント、アマチュア・企業の展示即売など多彩な内容となっている。 

 
出典：愛知県提供資料 
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【想定される方策】 

○空港島の活性化のため、様々な種類のイベントを誘致・開催することで、MICE以外

の一般参加者の来訪も含めた人の往来を加速させ、にぎわいを創出する。 

 

【課題】 

・イベントプロモーター向けに空港島でのイベント利用の提案・営業を行う必要

がある。 

・大人数の来訪が見込まれるため、イベント開催前後の混雑・渋滞対策を考える

必要がある。 

・多くの人が集まるため、感染症対策を行い、安心して楽しめることを周知する

必要がある。 

・コンテンツが古くなり集客力が落ちないよう、コンテンツの定期的な更新を行

う必要がある。 

 

b）家族連れ向け施設の設置 

国際会議等で海外から家族同伴で訪れる参加者に対し、家族向けのサービスの充実

を図るため、取組の方向性ならびに推進上の課題を整理した。 

 

■Orbi Yokohama（オービィ横浜） 

（新型コロナウイルス感染拡大による影響のため 2020年 12月末閉館） 

みなとみらいに立地。BBC Earthと SEGAの技術による映像体験型ミュージアム。

巨大スクリーン、湾曲スクリーン、４D、円形スクリーン、CG、シアターと様々なス

クリーンで大自然や動物の映像体験ができる。実際の動物の展示と一部の動物に触

れ合うことも可能。 

 

出典：Orbi Yokohama（オービィ横浜）ウェブサイト 

https://orbiearth.jp/about/ 

 

 

■鉄道博物館（埼玉県さいたま市） 

  JR東日本創立 20 周年記念事業のメインプロジェクトとして、2007 年 10月 14日

さいたま市大宮に開館。 

館内を車両・歴史・仕事・科学・未来の 5つのステーションに分け、多彩な切り

口で人と鉄道の物語を展開する博物館。 

 

出典：鉄道博物館ウェブサイト 

   https://www.railway-museum.jp/ 

 

 

 

https://orbiearth.jp/about/
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■カンドゥー（千葉県千葉市イオンモール幕張内） 

  子どもたちがあこがれの職業人に変身できる日本初上陸の体験型テーマパーク。 

 パイロットをはじめ、警察官、ユーチューバー、モデル、歯科医など、子どもたち

のあこがれの職業にチャレンジでき、本格的なセットのもと、本物さながらのコス

チュームを着て体験できる。 

 

出典：カンドゥーウェブサイト 

   https://www.kandu.co.jp/ 

 

 

■シーワールドオーランド（アメリカフロリダ州）：Orange Country Convention 

Center付近 

  シーワールドはエンターテインメントとテーマパークのリーディングカンパニ

ーであり、訪問者に動物と環境保護の思いを抱かせるための経験を提供する。シー

ワールドは世界最大の動物園/水族館事業者の一つであり、動物愛護と飼育、保護

における先進企業である。シーワールドは世界で最も多くの種を飼育しているとと

もに、動物愛護活動においても先進的な取組を行っている。 

 

出典：シーワールドウェブサイト 

   https://www.seaworldinvestors.com/company-overview/default.aspx 

 

 

■シーライフシドニー、ワイルドライフシドニー（オーストラリア・シドニー）：ICC

シドニー（国際会議場）付近 

   シーライフシドニーでは世界的に有名な珊瑚礁地帯であるグレートバリアリー

フの世界や、その周辺海域における海洋生態を展示している。昼間は世界最大のサ

ンゴ礁の庭や熱帯魚の虹色の世界、夜は足元が光る生物発光の海など、息をのむよ

うな美しさを体験できる。 

  ワイルドライフシドニーではコアラ、カンガルー、クロコダイル、ウォンバット、

カモノハシなどのオーストラリアを代表する動物たちを間近に見ることができる

とともに、それらの生態を学ぶことができる。 

 

出典：シーライフシドニーウェブサイト 

   https://www.visitsealife.com/sydney/whats-inside/ 

      ワイルドライフシドニーウェブサイト 

   https://www.wildlifesydney.com.au/what-s-inside/animals/ 

 

■シー・アクアリウム（シンガポール）：リゾートワールドセントーサ付近 

     シーアクアリウムでは 45 の異なるエリアに 1,000 種以上、10 万匹以上の海洋

生物を飼育しており、魅力的な海洋生物との体験を提供する。 
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出典：シーアクアリウムウェブサイト 

   https://www.rwsentosa.com/en/attractions/sea-aquarium 

 

【想定される方策】 

○MICE 来場者に同行する家族向けに、子どもが楽しむことができる施設の設置を検

討する。特に、楽しむ要素のみならず、学ぶ要素も含まれる施設を設置することで、

満足度を向上させる。 

 

【課題】 

・事業者へ空港島での事業実施を促す必要がある。 

・施設を開設する敷地を確保する必要がある。 

・繁閑差を可能な限り抑え、持続的に収益を確保できるような運営体制を目指す

必要がある。 

・既存のテーマパーク（FLIGHT OF DREAMS 等）との競合する可能性があるため、

既存テーマパークと共存し、相乗効果を生み出すことができるような施設を誘

致する必要がある。 
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c）産業観光施設の設置 

当地における MICE 参加者や訪日外国人観光客に対する産業観光の推進に取り組む

うえで、どのようなコンテンツが想定されるか、現状の県の取組もふまえ、事例を調

査した。 

 

■あいち航空ミュージアム（豊山町） 

 2018 年 11 月開業。実際に飛行機が「製造され」、「飛ぶ」名古屋空港に立地し、そ

れを「観て学ぶ」ことのできる我が国唯一の空港内にあるミュージアム。「航空機産業

の情報発信」、「航空機産業をベースとした産業観光の強化」、「次代の航空機産業を担

う人材育成の推進」をコンセプトとし、航空機産業の歴史や航空機の仕組みなどを学

び、体験することができる。 

  また、貸切りによる展示スペースでの会議・イベントも開催可能で、ユニークベニ

ューとしても利用できる。 

 

機体展示例 

EH101                                 零戦（実物大模型） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職業体験 

パイロット体験（操縦シミュレーション） パイロット体験（機体点検） 
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サイエンスラボ 

実験教室                             工作教室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：あいち航空ミュージアムウェブサイト   https://aichi-mof.com/ 

      及び愛知県資料 

 

■トヨタ産業技術記念館（名古屋市） 

 明治 44 年（1911 年）に創設された旧豊田紡織本社工場の跡地に、工場建物を利用

する形で開館。「繊維機械館」「自動車館」の２つから構成されており、繊維機械館は

大正時代に建設された紡績工場や建屋をそのまま使用。近代日本の発展を支えた基幹

産業の一つである繊維機械と技術の進歩がわかるよう、展示がなされている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真提供：トヨタ産業技術記念館 
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■リニア・鉄道館（名古屋市） 

  東海道新幹線を中心に、蒸気機関車や在来線、超電導リニアに至るまで最新の鉄

道の実物展示を通じて高速鉄道技術の進歩を紹介する施設。東海道新幹線の沿線の風

景が細かく再現された日本最大級の鉄道ジオラマや、時速 500km走行を味わえる疑似

体験できるアトラクションや、シミュレータ体験施設などがある。 

 

 

画像提供：リニア・鉄道館 
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■おやつタウン（三重県津市） 

 「遊べる・学べる・創れる」をコンセプトにした施設。「ベビースターラーメン」を

作ることのできる体験施設や、製造実演を見ることのできる見学施設、アスレチック

広場などがある。 

 

 

出典：おやつタウンウェブサイト 

   https://oyatsu.town 

 

■カップヌードルミュージアム（横浜市） 

 見て、さわって、遊んで、食べて、楽しみながらインスタントラーメンのすべてを

学べる体験型ミュージアム。「チキンラーメン」を手づくりできる工房、世界でひとつ

だけのオリジナル「カップヌードル」を作ることができる工房、「カップヌードル」の

製造工程を体感することができるアスレチック施設、世界各国のさまざまな“めん”

を味わえるフードアトラクションがある。 

 

出典：カップヌードルミュージアムウェブサイト 

   https://www.cupnoodles-museum.jp/ja/yokohama/#attractions 

 

 

【想定される方策】 

・愛知県は国内有数の産業都市であるため、地場の産業に親しみながら、学び・体験

ができる、企業協賛による産業観光施設の設置を検討する。 

・各施設や交通事業者間で連携し、鉄道運賃等も含めた共通入場券パスを発行。旅行

者が移動しやすい仕組みを作り、産業観光に特化した周遊観光を促す。 

 

【課題】 

・協力企業（出展企業）を確保する必要がある。 

・リピーターを取り込むコンテンツを拡充する必要がある。 

https://www.cupnoodles-museum.jp/ja/yokohama/#attractions
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・施設を設置する敷地を確保する必要がある。 

・各事業者間での連携が必要となる。 

・会場となる施設の運営会社、旅行会社、食事などのケータリング外車などの相

談がワンストップでできる仕組を構築する必要がある。 

 

 

d）文化・芸術鑑賞の場の提供 

日本ならびに愛知県の文化・芸術をテーマにした施設は、MICE参加者や訪日外国人

観光客向けに有用なコンテンツの１つとなりうる。これら施設を整備していくための

取組の方向性と課題を整理した。 

 

■羽田出島（東京都） 

 羽田空港近くの羽田イノベーションシティ内に位置する、体験型商業施設であり、

日本の文化やアート、モノづくり等を発信する。ミックスド・リアリティによる演出

で、日本文化を様々な方法で学ぶことができる。 

 

出典：羽田出島ウェブサイト   

https://hanedadejima.jp 

 

 

■スペイン村（博物館・美術館）：Fira Gran Via（スペイン）に隣接 

  1929 年に建てられた野外博物館。スペインの各地域の建築を代表する 117 もの

建物が並んでいる。スペインの様々な地域の建物、広場、通りなどがスケール感を

持って再現されており、建物だけでなく、職人の仕事ぶりをライブで見ることがで

きたり、ダリ、ピカソ、ミロ、ギノヴァルトなどの世界的な著名人による現代アー

トの作品を見ることができる。また、スペイン文化や伝統を巡るバーチャルな旅を

体験できる視聴覚設備も整備されている。 

 

出典：スペイン村ウェブサイト 

      https://www.poble-espanyol.com 

 

 

■日本科学未来館、東京都水の科学館（東京ビッグサイト周辺） 

    日本科学未来館は、「科学技術を文化として捉え、社会に対する役割と未来の可

能性について考え、語り合うための、すべての人々にひらかれた場」を設立の理念

に 2001 年 7 月 9 日に開館。科学技術創造立国のための「科学技術基本計画」に基

づき、科学技術への理解を深めるための拠点として開館した国立の科学館で、国立

研究開発法人科学技術振興機構（JST）が運営している。 

  東京都水の価額館は水の不思議と大切さを科学の視点で紹介し、水と水道への興

味を深める体感型ミュージアムである。 

https://hanedadejima.jp/
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出典：日本科学未来館ウェブサイト 

   https://www.miraikan.jst.go.jp/ 

   東京都水の科学館 

   https://www.mizunokagaku.jp/ 

    

 

■パラダイスアートスペース（韓国：パラダイスシティ近接） 

 美術、建築、デザイン、ファッションなどの多様な作品を展示。 

 

出典：パラダイスシティウェブサイト 

   https://www.paradisecity-ir.com/play/art/ 

 

 

【想定される方策】 

・空港に訪れる外国人旅行者に対し、日本文化・芸術を発信する場を設け、文化発祥

の地への訪問や、工芸品等の購買につなげる。 

 

 

 

【課題】 

・協力企業やクリエイターを確保する必要がある。 

・海外からでも工芸品や地元産品等を購入できる仕組みを検討する必要がある。 

・旅行につなげられるよう、観光地情報の発信も行う必要がある。 

https://www.miraikan.jst.go.jp/
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e）ナイトタイムの楽しみの演出 

MICE 施設の滞在者の余暇時間の楽しみの一つとして、ナイトタイムエンターテイ

メントを提供するため、取組の方向性と課題を整理した。 

 

■羽田クルーズ定期便 

 横浜～羽田空港～お台場方面において、バスや電車に代る交通アクセスとしてだけ

ではなく、頭上間近での航空機の離発着の様子や工場夜景を楽しむことができるエン

ターテインメントとしての利用も兼ね備えた定期便が運航されている。 

 

出典：羽田クルーズウェブサイト 

   https://www.reservedcruise.com/yokohama-cruise/teikibin/ 

 

■四日市コンビナート夜景クルーズ 

幻想的な工場景観を堪能できるクルーズ。近隣の観光地（長島温泉）や、地元の飲

食店と連携したツアー商品も提供されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：四日市コンビナート夜景クルーズウェブサイト http://ykyc.jp/ 
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■中央ふ頭クルーズセンター（福岡市：マリンメッセ福岡付近） 

 「COSTA ATLANTICA」、「MARINER OF THE SEAS」「飛鳥Ⅱ」、「にっぽん丸」などの著

名なクルーズ船の寄港実績があるクルーズターミナル施設。クル－ズ客船の寄港時

以外には、待合棟・ＣＩＱ棟ホ－ルをイベント等で利用することも可能。 

 

出典：中央ふ頭クルーズセンターウェブサイト 

   http://www.hakatacruise.com/about.html 

 

■Crown Melbourne（オーストラリア・メルボルン）： 

メルボルン国際会議場・展示場付近にあり、ホテル・スパ・カジノ・レストラン等

を併設する複合施設。 

 

出典：Crown Melbourne ウェブサイト 

   https://www.crownmelbourne.com.au/ 

 

 

【想定される方策】 

・ナイトタイムの楽しみを充実させるため、夜景を楽しむことが出来るクルーズツア

ーの造成、プロジェクションマッピングの実施等を検討する。 

 

【課題】 

・実施事業者を確保する必要がある。 

・魅力的で継続的なコンテンツを提供する必要がある（飽きさせないプログラム・

コンテンツの更新）。 

・利用者を確保するため、空港島内および周辺宿泊施設とも連携し、情報発信を

行う必要がある。 

 

 

f）自然・アウトドア体験の提供 

MICE施設の滞在者の余暇時間の楽しみの一つとして、自然・アウトドア体験のサー

ビス提供に向けた取組の方向性と課題を整理した。 

 

■ガーデンズ・バイ・ザ・ベイ（シンガポール） 

 中心部マリーナ・ベイ・ウォーターフロントに位置し、マリーナベイサンズに隣接

する国立公園。一部エリア以外は入園無料であり、夜間にはイルミネーションショー

も実施。 
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写真出所：photoAC 

 

■SAO PAULO EXPO（ブラジル）近接の植物園 

 1938年、サンパウロの農業・工業・商業長官の機関であった植物学部門の施設とし

て設立。サンパウロとブラジルの生物多様性を保全し、持続的に利用すること、植物

と菌類のすべてのグループと環境との関係についての知識を提供することを目的と

している。 

 

出典：サンパウロ植物園ウェブサイト 

   https://www.infraestruturameioambiente.sp.gov.br/jardimbotanico/ 

 

 

■ベラッジオ温室＆植物園 

 季節が変わるごとにディスプレイの内容が変わる、温室と植物園。敷地面積は約

1,300 平方メートルあり、季節ごとにテーマが変わり、その季節らしいディスプレイ

となる。可能な限り生きた植物を再植し、再利用することで、自然と持続可能性への

コミットメントをさらに高めている。 

 

出典：ベラッジオ温室＆植物園 

  https://bellagio.mgmresorts.com/en/entertainment/conservatory-botanical- garden.html 

 

 

【想定される方策】 

・MICE施設での都会的な楽しみに加え、自然を感じられる空間を確保することで、多

様なニーズを満たす。 

 

【課題】 

・需要予測や利用者ニーズ等の基礎調査を行った上で、取組可能事業者の参入意

向を把握し、公募・事業者選定を行う必要がある。 

・施設を設置する敷地を確保する必要がある。 

https://bellagio.mgmresorts.com/en/entertainment/conservatory-botanical-

